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日
本
の
古
代
に
は
、
飛
鳥
京
、
藤
原
京
、
平

城
京
、
難
波
京
、
長
岡
京
な
ど
近
畿
地
方
一
帯

で
頻
繁
に
遷
都
が
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
桓
武

天
皇
が
七
九
四
（
延
暦
＿
―
―
-
）
年
に
平
安
京
に

遷
都
し
て
以
来
、
一
―
八

0
(治
承
四
）
年
に

安
徳
天
皇
を
擁
立
し
た
平
氏
に
よ
る
一
年
だ
け

の
福
原
京
へ
の
遷
都
を
例
外
と
し
て
、
一
八
六

九
（
明
治
二
）
年
に
東
京
に
遷
都
す
る
ま
で
約

1
0
0
0年
の
長
期
の
期
間
、
平
安
京
が
日
本

の
首
都
で
あ
っ
た
。

し
か
し
遷
都
し
た
東
京
に
政
治
や
経
済
が
過

度
に
集
中
し
、
巨
大
災
害
に
よ
る
首
都
機
能
の

喪
失
や
地
価
の
高
騰
な
ど
の
弊
害
が
問
題
と
さ

れ
、
一
九
六

0
年
代
か
ら
首
都
機
能
移
転
の
議

論
が
発
生
し
た
。
九
0
年
代
に
は
「
栃
木
•
福

島
」
「岐
阜
•
愛
知
」
「
三
重
・

畿
央
」
を
候
補

と
す
る
ほ
ど
議
論
は
進
展
し
た
が
、
具
体
政
策

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
世
界
に
は
二
十

世
紀
以
後
に
首
都
を
移
転
し
た
国
家
は
い
く
つ

も
存
在
す
る
。

キ
ャ
ン
ベ
ラ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

十
五
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
帆
船
が
世
界
に

進
出
し
は
じ
め
、
十
七
世
紀
初
頭
に
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
が
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
六

八
八
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
船
長
W
・
ダ
ン
ピ
ア
が

北
西
海
岸
に
上
陸
し
、
一
七
七

0
年
に
は
イ
ギ

リ
ス
の
船
長
J

・
ク
ッ
ク
が
東
部
海
岸
に
上
陸

し
て
イ
ギ
リ
ス
の
領
有
を
宣
言
し
た
。
当
初
は

囚
人
の
流
刑
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
、
十
八
世

紀
の
八

0
年
間
で
一
般
の
移
民
を
大
幅
に
上
回

る
一
六
万
人
の
囚
人
が
移
送
さ
れ
て
き
た
。

広
大
な
草
原
を
利
用
し
た
ヒ
ッ
ジ
の
放
牧
が

主
要
産
業
に
な
っ
て

一
般
の
移
民
が
次
第
に
増

加
し
、
囚
人
の
流
刑
は
廃
止
と
な

っ
た
。
し
か

し
十
九
世
紀
中
頃
に
砂
金
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

を
契
機
に
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
て
世
界

か
ら
人
々
が
殺
到
し
、
人
口
は
一
気
に

一
0
0

万
人
を
突
破
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
反
映

し

＿
九

0
一
年
に
六
州
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
が
成
立
し
た
。

こ
の
独
立
国
家
の
首
都
は
二
大
都
市
の
シ
ド
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イ
ス
ラ
マ
パ
ー
ド
（
バ
キ
ス
タ
ン
）

ニ
ー
と
メ
ル
ボ
ル
ン
の
争
奪
合
戦
と
な
っ
て
決

蒲
が
つ
か
ず
、
中
間
に
あ
る
キ
ャ
ン
ベ
ラ
を
首

都
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
（
図
1
)
。
国
際

競
技
設
計
に
よ

っ
て
都
市
計
画
が
策
定
さ
れ
、

一
九
二
七
年
に
連
邦
議
会
の
建
物
が
完
成
し
て

正
式
の
首
都
と
な
り
、
先
住
民
族
の
「
人
々
が

集
合
す
る
場
所
」
と
い
う
言
葉
か
ら
キ
ャ
ン
ベ

ラ
と
命
名
さ
れ
た
。
現
在
で
も
人
口
は
四
六
万

人
程
度
で
田
園
都
市
の
風
情
で
あ
る
。

一
九
四
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
時

点
で
の
パ
キ
ス
タ
ン
の
首
都
は
カ
ラ
チ
で
あ
っ

た
。
国
土
の
南
端
の
ア
ラ
ビ
ア
海
岸
に
古
代
か

ら
存
在
し
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
も
通
過
し

た
歴
史
の
あ
る
都
市
で
あ
る
。
し
か
し
一
九
五

八
年
に
第
二
代
大
統
領
に
な
っ
た
A
・
ハ
ー
ン

は
南
部
へ
の
人
口
と
経
済
の
過
度
の
集
中
や
国

防
の
観
点
か
ら
問
頴
で
あ
る
と
し
、
北
部
の
ラ

ー
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
を
臨
時
首
都
と
し
、
そ
の
近

郊
に
遷
都
す
る
こ
と
に
し
た
。

ラ
ー
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
一
帯
は
古
代
の
イ
ン
ダ

ス
文
明
の
周
辺
に
位
置
し
、
石
器
時
代
か
ら
人

間
が
定
住
し
て
い
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
が
、

当
時
は
人
ロ
一

0
万
人
程
度
の
地
方
都
市
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
領
土
の
帰
属
が
イ
ン
ド
と
係
争

に
な
っ
て
い
る
カ
シ
ミ
ー
ル
に
近
接
し
、
し
か

も
陸
軍
司
令
本
部
も
存
在
し
て
い
る
利
点
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
都
市
計
画
分
野
で
有
名
で
あ

っ

た
ギ
リ
シ
ャ
の
C
.
A
・
ド
キ
シ
ア
デ
ィ
ス
に

全
体
計
画
の
策
定
を
依
頼
し
た
。

「
イ
ス
ラ
ム
の
都
市
」
と
い
う
意
味
の
首
都

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
は
ラ

—

ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
の
北

西
に
隣
接
し
た
約
九

0
0
平
方
キ
ロ
（
東
京
都

二
十
三
区
の
＿
•
四
倍
）
の
原
野
に
計
画
さ
れ

た
（
図
2
)
。
首
都
で
あ
る
か
ら
人
口
は
急
速

に
増
加
し
、
現
在
、
首
都
だ
け
の
人
口
は
約

一

1
0
万
人
で
あ
る
が
、
ラ
ー
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
と

一
体
と
し
た
首
都
圏
域
の
人
口
は
約
三
五

0
万

人
で
あ
り
、
バ
キ
ス
タ
ン
で
第
三
の
規
模
の
都

市
に
な
っ
て
い
る
。

図2イスラマバー ド

北
米
の
先
住
民
族
が
中
米
を
経
由
し
て
現
在

の
ブ
ラ
ジ
ル
の
地
域
に
到
達
し
た
の
は
八

0
0

0
年
前
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
西
欧
社
会
と

の
接
触
は
一
五

0
0年
頃
に
到
来
し
た
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
人
々
が
最
初
で
あ
る
。
以
後
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
に
支
配
さ
れ
て
き
た
が
一
八
二
二
年
に
独

立
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
帝
国
を
経
由
し
て

一
八
八
九

年
に
ブ
ラ
ジ
ル
共
和
国
に
な

っ
た
。
以
後
、

様
々
な
政
変
を
経
由
し
て
一
九
八
五
年
に
現
在

の
体
制
に
移
行
し
て
い
る
。

当
時
の
首
都
は
大
西
洋
岸
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
サ

ル
ヴ
ァ
ド
ル
、
レ
シ
フ
ェ
、
ポ
ル
ト
ア
レ
グ
レ

な
ど
主
要
な
都
市
や
産
業
も
沿
岸
地
帯
に
集
中

し
て
お
り
、
国
家
の
発
展
の
た
め
に
は
内
陸
へ

ブ
ラ
ジ
リ
ア
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

-19 -



ア
フ
リ
カ
中
部
の
大
西
洋
岸
に
あ
る
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
に
は
紀
元
前
五
世
紀
か
ら
独
自
の
文
化

が
存
在
し
て
い
た
が
、
十
五
世
紀
に
な
っ
て
ポ

ル
ト
ガ
ル
が
大
西
洋
岸
に
ラ
ゴ
ス
を
建
設
し
奴

隷
貿
易
の
拠
点
と
し
た
。
十
九
世
紀
は
イ
ギ
リ

ス
が
支
配
し
て
い
た
が
、
一
九
六

0
年
に
独
立

し
た
。
し
か
し
数
百
の
民
族
が
存
在
し
て
い
る

た
め
一
九
六
七
年
か
ら
民
族
抗
争
（
ビ
ア
フ
ラ

戦
争
）
が
勃
発
、
七

0
年
に
停
戦
に
な
っ
た
も

の
の
火
種
は
残
存
し
て
い
た
。

ア
ブ
ジ
ャ

（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
）

の
進
出
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
一
九
六

0

年
に
海
岸
か
ら
一

0
0
0
キ
ロ
内
陸
に
あ
り
、

標
高
―

1
0
0
メ
ー
ト
ル
の
ブ
ラ
ジ
ル
中
央
高

原
に
首
都
を
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、
ブ
ラ
ジ

リ
ア
と
名
付
け
ら
れ
た
（
図
3
)。

全
体
計
画
や
建
物
設
計
は
フ
ラ
ン
ス
で
誕
生

し
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
立
美
術
学
校
を
卒
業
し
た

L
・
コ
ス
タ
と
ブ
ラ
ジ
ル
で
誕
生
し
た

O
・
ニ

ー
マ
イ
ヤ
ー
と
い
う
建
築
家
が
主
導
し
、
首
都

に
は
二
人
が
設
計
し
た
壮
大
な
建
物
が
存
在
し

て
い
る
。
当
初
は
娯
楽
や
飲
食
な
ど
の
施
設
が

不
足
で
多
数
の
人
々
は
週
末
に
な
る
と
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
な
ど
に
帰
還
し
て
い
た
が
、
現
在

で
は
娯
楽
施
設
も
文
化
活
動
も
豊
富
で
ブ
ラ
ジ

ル
有
数
の
文
化
都
市
に
な
っ
て
い
る
。

図4アブジャ

数
百
の
民
族
の
う
ち
三
大
民
族
は
北
部
の
ハ

ウ
サ
族
、
西
部
の
ヨ
ル
バ
族
、
東
部
の
イ
ボ
族

で
あ
る
が
、
首
都
の
ラ
ゴ
ス
が
ヨ
ル
バ
族
の
勢

力
圏
内
に
位
臨
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
り
、
一

九
九
一
年
に
三
大
民
族
の
勢
力
範
囲
の
中
央
に

な
る
ア
ブ
ジ
ャ
に
移
転
す
る
こ
と
に
な

っ
た

（図
4
)
。
そ
の
首
都
の
計
画
を
世
界
的
建
築
家

で
あ
る
丹
下
健

l

二
が
依
頼
さ
れ
た
が
、
丹
下
は

筆
者
の
恩
師
で
あ
る
関
係
で
現
地
に
出
張
し
て

首
都
の
交
通
計
画
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
実
情
を
調
査
し
て
み
る
と
、
現
地

は
毒
蛇
の
巣
窟
の
よ
う
な
原
野
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
、
先
方
の
担
当
大
臣
と
パ
リ
で
会
合
す

る
こ
と
に
し
た
。
中
心
地
域
は
京
都
の
よ
う
に

格
子
状
の
道
路
が
整
備
さ
れ
、
そ
の
終
点
に
国

会
議
事
堂
が
建
設
さ
れ
、
背
後
に
は
マ
ウ
ン
ト

・
ア
ソ
と
い
う
岩
山
が
借
景
と
な
っ
て
い
る
見

事
な
構
成
で
あ
る
が
、
食
料
や
生
活
物
資
は
遠

方
か
ら
輸
送
さ
れ
、
治
安
も
万
全
で
は
な
く
生

活
し
に
く
い
首
都
の
よ
う
で
あ
る
。

ア
ス
タ
ナ
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）

一
九
九
一
年
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
が
崩
壊
し
て

一
五
の
共
和
国
が
独
立
し
た
が
、
そ
の
一
国
が

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
で
あ
る
。
二
七
二
万
平

方
キ
ロ
（
日
本
の
七
倍
）
と
い
う
一
五
カ
国
で

第
二
の
広
大
な
地
域
に
一
九
八

0
万
人
が
生
活

し
て
い
る
。
そ
の
時
点
で
首
都
は
ア
ル
マ
ト
イ

で
あ
っ
た
が
、
国
土
の
南
端
の
国
境
付
近
で
あ

る
た
め
、
中
央
付
近
に
あ
る
ア
ク
モ
ラ

（意
味

は
聖
地
）
を
ア
ス
タ
ナ

（意
味
は
首
都
）
に
改

名
し
、
一
九
九
七
年
に
遷
都
し
た
（
図
5
)
。

そ
の
都
市
計
画
は
一
九
九
八
年
に
国
際
競
技

設
計
に
な
り
、
日
本
人
建
築
家
の
黒
川
紀
章
の

提
案
が
採
択
さ
れ
た
。
石
油
生
産
が
世
界
一
三

位
で
あ
る
経
済
の
実
力
か
ら
、
壮
大
な
都
市
建

設
を
推
進
し
て
お
り
、
中
央
に
あ
る
高
さ

＿

o

五
メ
ー
ト
ル
の
バ
イ
テ
レ
ク

（
意
味
は
ポ
プ
ラ

の
高
木
）
タ
ワ
ー
と
い
う
高
塔
が
シ
ン
ボ
ル
と

な
り
、
壮
大
な
モ
ス
ク
は
当
然
と
し
て
、
博
物

館
、
図
書
館
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
な
ど
以
外
に
、

平
和
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
も
建
設
さ
れ
て
い
る
。
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
太
平
洋
戦
争
中
、
日
本
が

首
都
は
二

0
三

0
年
に
当
初
の
計
画
が
完
成

す
る
予
定
で
あ
る
が
、
順
調
に
進
展
し
て
お
り
、

遷
都
し
た
時
点
の
人
口
は
二
七
万
人
で
あ

っ
た

が
、
現
在
で
は
全
体
の
七
％
に
相
当
す
る
一
四

0
万
人
の
人
々
が
生
活
す
る
都
市
に
な
り
、
か

つ
て
の
首
都
ア
ル
マ
ト
イ
の
ニ
ニ

0
万
人
に
次

ぐ
第
二
の
都
市
に
な
っ
て
い
る
。
民
族
構
成
も

当
初
は
二
割
以
下
で
あ
っ
た
カ
ザ
フ
人
が
現
在

で
は
八
割
に
増
加
し
て
、
名
実
と
も
に
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
の
首
都
と
な

っ
て
い
る
。

ヌ
サ
ン
タ
ラ
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

図6ヌサンタラ

統
治
し
て
い
た
が
、
一
九
四
五
年
の
終
戦
と
と

も
に
独
立
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
と
な

っ

た
。

一
時
は
旧
宗
主
国
の
オ
ラ
ン
ダ
が
ジ
ャ
カ

ル
タ
を
占
拠
し
た
が
、
独
立
戦
争
に
よ

っ
て
オ

ラ
ン
ダ
は
撒
退
し
、
一
九
四
九
年
に
ジ
ャ
カ
ル

タ
が
正
式
の
首
都
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
人
口

が
一

0
0
0万
人
を
突
破
し
て
世
界
有
数
の
人

口
密
度
の
都
市
と
な

っ
た
た
め
、
二

0
一
九
年

に
首
都
移
転
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

公
式
の
首
都
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ま
ま
に
し
て

行
政
機
能
の
み
を
移
転
す
る
方
法
と
、
す
べ

て

の
首
都
機
能
を
移
転
し
て
完
全
に
遷
都
す
る
方

法
が
検
討
さ
れ
た
が
、
後
者
に
決
定
さ
れ
た
。

場
所
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
北
東
に
ー
ニ

0
0
キ

ロ
の
彼
方
に
あ
る
日
本
の
国
土
面
積
の
二
倍
に

も
な
る
ボ
ル
ネ
オ
島

（イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
呼
称

は
カ
リ
マ
ン
タ
ン
）
の
東
部
に
決
定
さ
れ
、
新

首
都
名
は
群
島
を
意
味
す
る
「
ヌ
サ
ン
タ
ラ
」

と
な

っ
た

（図

6
)。

二
0
二
ニ
年
か
ら
工
事
が
開
始
さ
れ
、
昨
年

八
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
七
九
周
年
を
祝
福

す
る
式
典
が
ヌ
サ
ン
タ
ラ
で
開
催
さ
れ
、
ジ
ョ

コ
大
統
領
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
ジ
ャ
ワ
中
心
の

国
家
か
ら
多
数
の
島
々
か
ら
な
る
全
土
が
発
展

す
る
た
め
の
契
機
と
な
る
と
演
説
し
、
実
際
に

閣
僚
会
議
も
ヌ
サ
ン
タ
ラ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

す
で
に
省
庁
は
順
次
移
転
を
開
始
し
て
お
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
一

0
0
周
年
に
な
る

二
〇

四
五
年
に
移
転
完
了
の
計
画
で
あ
る
。

今
号
で
紹
介
し
た
以
外
に
第
二
次
世
界
大
戦

以
後
だ
け
で
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

な
ど
で
首
都
移
転
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。
理
由

は
様
々
で
あ
る
が
、
新
規
に
都
市
を
建
設
し
て

移
転
す
る
場
合
に
は
膨
大
な
予
算
が
必
要
で
、

経
済
混
乱
の
原
因
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
人
口

が
減
少
し
経
済
も
停
滞
す
る
日
本
で
は
、

一
九

六

0
年
代
の
よ
う
な
首
都
移
転
構
想
は
困
難
で
、

東
京
を
改
造
し
な
が
ら
国
家
を
維
持
す
る
こ
と

が
妥
当
な
戦
略
で
あ
る
。
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